
 

 

令和 7年度 富士見台デイサービスセンター 

第 2回 運営推進会議 

 

 

 

 

認知症対応型通所介護 

 

 

お客様ご家族 

       地域ボランティア「福朗会」   田中様 

民生・児童委員         島田様 

       富士見台特別養護老人ホーム   城条施設長 太田介護主任 

       高野台地域包括支援センター   和泉センター長 

       富士見台訪問介護事業所     松田主任サービス提供責任者 

       富士見台居宅介護支援事業所   佐々木居宅介護支援員 

       富士見台デイサービスセンター  金山 森田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【練馬区社会福祉事業団 経営理念】 

練馬区社会福祉事業団は、人権尊重を理念とし、 

地域で最も信頼され、喜ばれるサービスの提供を、

効率的でバランスのとれた経営をもって行い、 

区民福祉の向上を図ります 



 

【案 件】 

1. 令和 7 年度下半期職員体制報告 

2. 利用者状況報告 

3. 事故・ヒヤリハット報告 

4. 地域交流について 

5. 行事・レクリエーション等報告（別紙 1） 

6. 高齢者虐待防止の取り組み 

7. 環境つくりの取り組み（別紙 2） 

8. 参加者からのご意見・ご要望等 

 

 

1.   令和 7 年度下半期職員体制報告 

所 長/相談員  金山 賢道 (通所介護担当) 

主 任/介護士  新宮 卓 

相談員      森田 (認知症対応型通所介護担当) 

介護士      石川 石丸 久保田 末木 松戸 

         西村 石原 大沢 木村 佐々木 

         宮下 伊澤 槇島 張 木村 

         鈴木 高坂 塩谷 向野 相田 

介護士補助    橘和 八村  

看護師      鈴木 中谷 森 高原 工藤 

機能訓練指導員  松森 弥富 高橋 

送迎員      長谷川 山中 鹿子嶋 中田 木下 飯島 

         安澤 関口 横田 榎本 (事務員兼務) 小堀 

                               計 44 名 



2.   利用者状況報告 

 

令和 7 年度下半期も安定して地域の皆様にご利用いただくことができました。お客様

が住み慣れたご自宅での生活を続けられるよう、富士見台デイサービスではこれからも

様々な催しや活動を提供してまいります。 

 

登録者数 

認知症対応型通所介護 男性 女性 合計 

令和 7 年 1 月 31 日現在 5 人 13 人 18 人 

令和 8 年 1 月 31 日現在 4 人 17 人 21 人 

 

通所介護 男性 女性 合計 

令和 7 年 1 月 31 日現在 25 人 72 人 97 人 

令和 8 年 1 月 31 日現在 19 人 67 人 86 人 

 

利用率 

認知症対応型通所介護 利用率 

令和 6 年 9 月 1 日～令和 7 年 1 月 31 日 63.7％ 

令和 7 年 9 月 1 日～令和 8 年 1 月 31 日 68.4％ 

 

通所介護 利用率 

令和 6 年 9 月 1 日～令和 7 年 1 月 31 日 87.5％ 

令和 7 年 9 月 1 日～令和 8 年 1 月 31 日 82.2％ 

 

平均介護度 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症対応型通所介護 介護度 

令和 7 年 1 月 31 日現在 3.3 

令和 8 年 1 月 31 日現在 3.5 

通所介護 介護度 

令和 7 年 1 月 31 日現在 2.2 

令和 8 年 1 月 31 日現在 2.3 



3.   事故・ヒヤリハット報告 

 

事業所内でサービス提供中に事故が発生した場合には、ご家族様、練馬区、担当ケア

マネジャーに連絡し必要な措置を講じております。下半期のヒヤリハット・事故報告書

は認知症対応型 1 件、一般型 5 件の報告がありました。各項目において多職種での検証

を行い、対応策を講じて再発防止に努めております。 

 

 認知症対応型 

・入浴後に貼り薬を貼り忘れてしまった事故 

 

  一般型 

  ・隣席のお客様のスープを飲んでしまった事故 

  ・移動自立の方がデイフロアの椅子に足が引っかかり転倒してしまった事故 

  ・眩暈があり椅子に座っている状態から床に膝をついてしまった事故 

  ・移動自立の方が帰宅時に足がもつれて転倒してしまった事故 

  ・隣席のお客様が机に置いておいた漢方を飲んでしまった事故 

 

4.   地域交流について 

 

地域交流は新型コロナイウイルス流行前のように活発になり、10 月のハロウィン、

2 月の節分イベントに『にじのはし保育園』様と『ララベビーノ』様をお招きして交

流を図ることができました。また、『ファッションセンターしまむら』様にご協力いた

だき、出張販売会を開催いたしました。お客様にご購入いただくだけでなく、今回は

地域の皆様にも広くご案内させていただき、多くの方々にお越しいただくことができ

ました。 

ボランティアの受け入れに関しては、毎月囲碁や麻雀、書道の方にお越しいただい

ております。また、いきいきルームにてボランティアの方々による演奏会を開催して

います。今年度下半期はサックス、オカリナ、ピアノ、オーボエ、リコーダーの演奏

会を開催し、お客様に楽しんでいただくことができました。以前のデイサービスのよ

うな活気が戻っております。 

 

5.   行事・レクリエーション等報告（別紙 1） 

 



6.   高齢者虐待防止の取り組み 

 

虐待防止委員会を設置し、職員会議の際にも職員へ虐待事例の確認を行うことで適切

な対応を取っております。12 月に全職員に「接遇チェックリスト」を行いました。結

果を元に各自と面談を行い、また面談の結果職員から出た意見をまとめ、職員会議で共

有しております。 

 

7.   環境つくりの取り組み（別紙 2） 

 

8.   参加者からのご意見・ご要望等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下半期行事・レクリエーション等報告（別紙 1） 

 

 9月 敬老祭・フラワーアレンジメント・クイリング 

 

年に一度、デイサービスで一番大きなイベントである敬老祭を開催いたしました。式典

では、記念品の授与と記念撮影を行いました。お食事も普段より豪華になり、てんぷらや

お赤飯を楽しんでいただきました。毎月行っているフラワーアレンジメントやクイリング

も人気のイベントで、完成した作品はご自宅にお持ち帰りいただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10月 しまむら出張販売会・運動会・星野珈琲 

 

しまむら出張販売会には、ご自身でお買い物に行くことが難しい方やご家族でお買い物

を楽しみたい方など、たくさんの方にお越しいただくことができました。運動会では紅白

に分かれて競技を行い、得点を競い合っていただきました。白熱の勝負が続き、今年の運

動会も大変盛り上がりました。今年度から近所の星野珈琲で珈琲とデザートを召し上がっ

ていただく外出イベントを開始しました。お客様からは「またやってほしい！」と好評を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11月 高齢者疑似体験会・おやつ作り 

 

  下半期は石神井東小と大泉第 6 小の 2 校で高齢者疑似体験会を行いました。生涯学習

の一環として小学生が高齢者を疑似体験できる取り組みであり、また私たちにとっても自

身のケアを振り返る貴重な機会となっております。おやつ作りでは『芋きんつば』を作り、

美味しいお茶と一緒に召し上がっていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12月 クリスマス会・サックス演奏会・ギター演奏会・ピアノ＆オーボエ演奏会 

 

  12 月はサックス、ギター、ピアノ＆オーボエと、たくさんの演奏会が開催され、多く

のボランティアの方にお越しいただくことができました。演奏会自体はいきいきルームで

開催されますが、のびのびルームのお客様にもお声掛けしてより多くの方にご参加いただ

いております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1月 新年会・折り紙クラブ 

 

1 月には新年会を開催いたしました。リハビリ室の前には大きな鳥居が出現し、お参り

と記念撮影を行いました。またリハビリ室の中には絵馬を書いて飾っていただき、鯛御籤

を釣って今年の運勢を占っていただきました。折り紙クラブでは今年の干支である『馬』

を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



環境つくりの取り組み（別紙 2） 

 

特養で毎年行っていた環境つくりですが、3 年前からデイサービスでも取り組みを開始

いたしました。今回はいきいきルームの『塗り絵袋』、のびのびルームの『標識合わせ』、

『回想法パーテーション』と 3 個の取り組みを実施しました。 

 

 『塗り絵袋』 

塗り絵やカレンダー作りに取り組まれるお客様は多くおられますが、 

今までは全員の物を一緒に管理していたのでお渡しする際に時間が 

かかっていました。そこでファイルを椅子に 

掛ける様にし、都度回収・提供することなく 

自席で管理できるようにしました。今までは 

塗りかけの物が複数枚あった方もいましたが、 

完成してから次の塗り絵に取り掛かることが 

でき、進捗の確認ができるようになりました。 

 

 

『標識合わせ』 

ペットボトルキャップの標識と台紙の標識を合わ

せていただく活動です。「何もすることがない」と直ぐ

に席を立たれてしまうお客様も、行っている時は集中

されており、そのような発言もなくなりました。同席

になったお客様も興味を示され、標識合わせを一緒に

行う姿が見られるようになりました。 

 

 

『回想法パーテーション』 

「お客様同士の会話や交流をもっと増やしたい！」「お客様の昔の話を引き出したい！」 

という思いから作成しました。写真から昔を思い出して懐かしむお客様や、「他の方の当時

の話が聞けて楽しい」といった声も聞かれました。移動ができるので好きな場所で気軽に使

用することができ、パーテーションとして使用しながら活動としても使用できます。 

 

 

 

 

 

 



令和 7年度第 2回運営推進会議 議事録 

事業所名 富士見台デイサービスセンター 

所在地 練馬区富士見台 1－22－4 

開催日時 令和 8年 2月 21日（土）13：30～15：00 

開催場所 富士見台デイサービスセンター １階会議室 

出席者内訳 ・お客様ご家族様：4名 

・地域住民の代表者：ボランティア代表 1名 

・地域住民の代表者：民生・児童委員 1名 

・高野台地域包括支援センター職員：1名 

・富士見台特別養護老人ホーム職員：1名 

・富士見台訪問介護事業所職員：1名 

・富士見台居宅介護支援事業所職員：1名 

・富士見台デイサービスセンター職員：1名 

主な議題 ・令和 7年度下半期職員体制報告 

・利用者状況報告 

・事故・ヒヤリハット報告 

・地域交流について 

・行事・レクリエーション等報告 

・高齢者虐待防止の取り組み 

・環境つくりの取り組み 

・参加者からのご意見・ご要望等 

・家族懇談会 

・高齢者疑似体験会 

評価 指摘事項なし 

要望、意見及び助言 お客様ご家族様 

・以前富士見台デイサービスを 1日減らして麻雀のデイに行ったが、そ

こでは拒否がありお風呂に入ることができませんでした。富士見台デイ

サービスだと入れるのでそこが一番助かっています。 

・デイサービスの朝の準備が大変で、一度に複数のお願いをしても 1つ

しかやらずに私のもとに来ます。ヘルパーさんにお願いしようかと思い

ましたが、家に他人が入るのに抵抗があって、結局まだ使っていません。 

・前に行っていたデイサービスは合わなかったが、こちらの認知症対応

型デイサービスが合っている気がします。送迎員さんにまで挨拶するよ

うになり、本人の様子が変わりました。 

・私の家族は週 3回富士見台デイサービスにお世話になっています。前

のデイサービスでもそうでしたが、富士見台デイサービスでも手工芸が



豊富でいつも家に持ち帰るのを楽しみにしています。写真などもとても

嬉しく、パウチもしてくれるので家で飾ったりしています。家ではデイ

サービスの様子がわからないのでとても助かります。 

・主人の母の頃からこちらにはお世話になっています。毎日通っていま

すが、近くに安心してお任せすることができる施設があり、とても助か

っています。幸いにも穏やかに年齢を重ねていますので、このままこち

らに通わせて頂ければと思います。 

・家族だと自宅では少し強く当たってしまうこともあります。これじゃ

いけないなと感じることもあります。皆様の対応を見ていると頭が下が

ります。 

 

訪問介護事業所 

練馬の近辺から石神井公園の辺りまで支援に出かけています。ご自宅で

生活をされている中で、何かお手伝いができることがありましたら、ご

相談ください。 

 

居宅介護支援事業所 

本日会議に出席されている事業所の中で一番平均年齢が高いかと思う

のですが、ケアマネジャーの高齢化は一つ問題となっています。以前は

拠点が中村橋にあった関係で、お客様は環七の方までいます。お客様と

サービスを繋ぐお仕事です。 

 

特別養護老人ホーム 

高齢者疑似体験は今年度 4回行いました。少し前に職場体験で中学生が

施設に来たが、その子たちになぜ特養に職場体験に来たか聞くと、以前

デイで発表があった、祖父母が近くにいるなど、どこかで福祉と関わっ

ていた方が多かった。高齢者疑似体験はそのきっかけになればと思って

やっています。 

 

地域包括支援センター 

高野台駅の高架下で高野台地域包括支援センターを行っております。介

護の初期のご相談や、街カフェを開催し地域の方の困りごとを伺いなが

ら地域に寄り添った支援を行ってきたいと考えています。 

 

民生委員 

・富士見台地域を担当しています。しかし、高齢で独居の方も増えてき

ているので、地域住民の方に寄り添った支援をして行きたいです。 

 



ボランティア代表 

練馬区が行っている筋トレ教室からこちらの施設にはお世話になり、現

在は日曜日に体操教室を開催しています。全てボランティアで実施して

いて大変なこともありますが、それも含めて私自身の生きがいにもなっ

ています。現在 20 名ほどの会員の方がおりますが、少し人数に余裕が

できたので、ご希望の方がおられましたら、ご相談ください。 

 

練馬区介護保険課事業者運営推進係 

サービス提供の継続とともに感染防止対策にご尽力いただきありがと

うございます。この時期は急激な温度変化による血圧の変動が起こり、

脳卒中や心筋梗塞等の疾患を引き起こすヒートショックへの注意が必

要となります。既にご承知のこととは存じますが、ヒートショックは浴

室や洗面室、トイレ等で起きやすいとされており、ご自宅だけでなく、

事業所内でも注意が必要です。以下にヒートショックの予防策をまとめ

ましたので、事業所のご利用者様ならびにご家族様、職員の皆様に共有

いただき、皆様方の健康を守るための適切な取り組みを実施いただけれ

ば幸いです。 

【ヒートショックの発生を予防する取り組み】 

・暖房機器を上手く活用し、温かい場所と寒い場所の寒暖差を少なくす

る。 

・入浴時の湯温は 41℃以下、湯につかる時間は 10分までを目安とする。 

・湯船から立ち上がる時は、ゆっくり立ち上がる。 

・食後すぐの入浴や飲酒後、医薬品服用後の入浴は避ける。 

・暖かい屋内から寒い屋外へ外出する際は、手袋、マフラーを活用する

等、特に手や首回りの防寒に努める。 

 

厳しい寒さが続きますが、利用者様の日々の体調の変化にも留意してい

ただき、心身の健康を保ち生活が継続できるように引き続き支援をお願

いいたします。職員の皆様におかれましても、どうぞご自愛くださいま

すようお願い申し上げます。 

その他 特になし。 

次回の開催予定 日時：令和 8年 9月頃開催  

場所：富士見台デイサービスセンター 

 

 


